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對等

假定條件 花咲かば見む。

君行かば我 共 行も に かむ。

恒常條件 酒を飮めば醉ふ。

確定條件 必然條件 今日 雨は 降れば客無し。

偶然條件 顧みすれば月傾きぬ。
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虎明狂言

未然形 バ

アラバ

敎 手え なふ あらは 思 借 無やらふとおも ふて たつねたれは よそへか つていてな、 、

聟ひといふは ひつしき

山賊 物よひ のあらは 取 存 松と らうと る やせ、

四段動詞 未然形

バ ゴザル ゴザラバ

下二段

変サ オジャラバ

ズ

ちんば あれがよまば 身どももよみまらせう、 竹 子の

目 見 事つんぼ にみ えた がござらは 某 任 座頭にまか させられひ きかず、

太郞冠者 遠 乘とおい への つておじやらは 步 時 打ゑあり くまひ は むちで たゝきやらう、 、

人馬ほどに
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薑賣 商賣 人そちがしやうばい ならは 身 商人どもはあきんど じや、 酢はじかみ

聟 てまのいる事ならは 今日 入 外 事のむこ はなるまひかとぞんじたれは おもひの やすひ じや、 、

鷄聟

主 これほどならは 人 雇 道具やと ひしてなりとも をもたせてこうものを、 、

どんごむさう

タリ バ タラ

バ ナラバ

ツ ヌ タリ リ
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虎明狂言

大名 某 聲が をきひたらは出 程 出まひ に つくりごえをいたひてよび そう じせんせき、

伯母 今からまいつたらば 酒 程 堪さけ はのませまらせう に こら へてくだされひ、 、

酒おはが
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主 見れは村鳥 見があらすと えた なるこ

男 人かと思ふたれは人形 肝 潰 盜人をつくつておいて よひきも をつぶ ひた うり、

ナレバ タレバ

敎 手え そのやうにさへすれは 殿 人 賞むこ はしつけ じやといふてほ めうほどに そのやう、 、

音曲聟にあそばせ

太郞冠者 中 命々 さへあれは又 事めぐりあふ もあらふ 今が ひごろひとつにゐて わかるゝ、 、

依 一 入に て しほ なごりおしひ、 武惡

ホドニ ニヨッテ
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天草平家 動

詞 未然形 バ 四段動詞

レバ ラレバ

ゴザラバ 下二段 変ナ

未然形 バ

イヅクヘ行カバ 思 敵 待 猪俣 敵 目ノガレウカト ウタレバ ヒカエテ ヲ ツトコロニ ヨイ ト ヲカ、 、 、

鞭 馳 寄 押 並 組 落 卷四ケテ ヲアゲ セ セ シ ベテ ンデ チタ、 、

日 何ゴロは ゴトモゴザラバ 眞先 討死 存 今度 何 思ヲカケテ ヲイタサウト ジタニ ハ ト ワ、 、 レテ

卷二 二ゴザルか

舞 覽 聞 召 御對面タトイ ヲゴ ジ ウタイヲ キ サレズトモ バカリアッテ、 、 歸サセラレバ 有難、

情 卷二 一イヲ ケデゴザラウズ
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バ マラスルナラバ マイ ウ
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御心 時 御樣 変 世 參ソレニモ ノユカザラウ コソ ヲモ エサセラレテ ノチノ ヲモトムライ ラセラ、 、

ルルナラバ ヨウゴザラウ、 卷四 十

召 具 院 御所 守護 參コレラヲ シ シテ ノ ヲ シ ラスルゾナラバ 御大事サスガモッテノホカノ、 デゴ

卷一 六ザラウズ

天草平家

タレバ

備前 國 三石 宿 泊ノ ノ ノ ニ マッタレバ 兼康 親 者 酒 持 來 夜夜ガ シイ ドモ ヲ タセテ テソノ モスガ、

酒盛ラ リヲシテ 卷三 十二

六條河原 命 惜 振舞 奉公デ ヲ シマズ ウタソノ ヲ、 思エバ 殿 思ワ マデモオロドカニ ハヌ、

卷四 二

天草平家

思 見 父 命 似 父 命ワシイモノヲ ウトスレバ ノ ヲソムクニ ノ ヲソムクマジイト、 、 スレバ 深ウ、

契 女 心 破 卷四ッタ ノ ヲ ラウズ

モシ賴政 光基 申 源氏ヂャワ ナドト ス ドモニアザムカレ、 タレバ 一門 羞恥コソマコトニ ノ デモ

卷一ゴザラウズレ
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要 旨

本稿 江戶初期 大藏流 狂言師 大藏虎明 書 大藏虎明本狂言集 同は に の である によって かれた と、

時代 書 口語資料 天草版平家物語 中心 現 順接條件表現 考に かれた の を にして そこに れた について、

察したものである。

文語資料 記錄 文法事項 口語資料 比 規範性 强 定型化 表現に されている は のそれに べて が く した、 、 、

現 限界性 持 從 本稿 旣存 文語資料 限界性 認識 定型として れるという を っている って では の の を し。 、 、

化 條件表現 實際 生活 使用 口語 中 現 條件表現 獨特 特徵 把握した ではなく の で された の に れた の な を す、

目的 同時代 口語資料 比較 通 順接條件表現 諸樣相 比較及 分析ることをその とし の との を して の を び、

した。

結果 大藏虎明本狂言集 順接條件表現 場合 臺本 時期的 性格上その における の その の な そ、 、 、

近代語 分化 發展 過渡期的 諸樣相 現 特 恒常條件 場合れぞれ に していく な が れていた に の そのよ、 。 、 、

傾向 目立 古代語 近代語 移行 過渡期的 性格 强 現 言 一うな が ち から へ していく な が く れていると える、 。

方 天草版平家物語 順接條件表現 場合 大藏虎明本狂言集 同時代 資料における の と の とい、 、

点 同 過渡期的 性格 現 恒常條件 關 大藏虎明本狂言集 結果う でほぼ じく な が れていたが に しては の、

全 違 出現率 高 傾向 資料 特とは く って その があまり くなかった そのため このような がこの だけでの、 。 、

徵 結果 出 原因 今後 課題 思であるかどうか またこのような が た はなぜかということを の にしたいと う、 。

順接條件表現 口語資料 大藏虎明本狂言集 天草版平家物語キーワード

假定條件 確定條件 恒常條件
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